
2011（平成23）年2月10日発行

吉舎町　人ロの動き
人口：4，513人（－12人先月比）

男2，083人　女：2，430人

世帯数：1，850世帯（平成23年2月1日現在）
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1

日
、
三
次
市
消
防
団
の

出
初
式
が
十
日
市
河
川

敷
で
行
わ
れ
、
吉
舎
方

面
隊
で
は
引
き
続
い
て

三
次
市
吉
舎
支
所
前
で

出
動
式
を
行
い
、
馬
洗

川
親
水
公
園
で
、
新
春

恒
例
の
一
斉
放
水
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

『
安
心
安
全
の
ま
ち

づ
く
り
』
　
へ
の
願
い
を

込
め
て
の
放
水
は
見
応

え
あ
る
も
の
で
し
た
。

（
藤
村
　
恵
子
）

体
験
ツ
ァ
ー
事
例
発
表

～
ま
を
づ
く
り
研
修
会
～

1
月
2
2
日
土
曜
日
、
み
よ
し
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

で
三
次
市
住
民
自
治
組
織
連
合
会
主
催
の
『
ま
ち
づ
く
り

研
修
会
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
君
田
町
と
吉
舎
町
が
事
例
発
表
を
行
い
ま
し

た。
吉
舎
町
自
治
振
興
連
合
会
は
、
昨
年
行
っ
た
「
吉
舎
の

秋
体
験
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
」
の
立
ち
上
げ
か
ら
実
施
ま
で

を
発
表
し
、
『
今
後
継
続
す
る
の
で
は
な
く
－
・
継
続
し
た

く
な
る
よ
う
に
－
・
』
に
重
点
を
お
い
て
「
体
験
交
流
で
地

域
が
活
性
化
で
き
る
よ
う
に
」
を
め
ざ
し
て
が
ん
ば
り

た
い
と
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

3
月
3
日
　
木
曜
日
に
第
2
回
目
の
体
験
モ
ニ
タ
ー

ア
ー
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
（
升
田
　
芳
樹
）
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徳
市
自
治
振
興
会
で
は
、
徳
市
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
の
主
催
で
1
2
月
1
2
日
　
日
曜
日
午
前
1
0

時
か
ら
第
1
回
徳
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
祭
り

を
た
く
さ
ん
の
参
加
者
の
も
と
で
開
催
し
ま
し

た。

徳
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
の
活
性

化
や
環
境
改
善
な
ど
「
住
み
よ
い
地
域
づ
く

り
」
を
進
め
る
た
め
に
平
成
帖
年
に
J
 
A
三

次
・
徳
市
事
業
所
跡
地
を
買
い
取
り
発
足
し
た

も
の
で
す
。

当
日
は
、
女
性
会
に
よ
る
温
か
い
団
子
入
り

豚
汁
が
振
舞
わ
れ
、
有
志
に
よ
る
農
産
物
や
加

工
品
の
販
売
、
お
楽
し
み
の
福
引
、
青
壮
年
会

や
女
性
会
に
よ
る
バ
ザ
ー
な
ど
も
行
わ
れ
、
参

加
者
の
皆
さ
ん
に
大
好
評
で
し
た
。

ま
た
、
一
人
暮
ら
し
の
方
々
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト

の
贈
呈
も
あ
り
、
身
も
心
も
温
ま
る
セ
ン
タ
ー

祭
り
で
し
た
。

（
野
営
原
　
暢
）

町
内
剣
道
大
会

1
月
1
6
日
　
日
曜
日
、
雪
が
降
り
水
道
管

が
凍
り
つ
く
ほ
ど
の
寒
さ
の
中
、
敷
地
体
育

館
に
お
い
て
町
内
剣
道
大
会
を
行
い
ま
し

た。

午
前
中
初
稽
古
会
を
保
育
所
児
童
か
ら
一

般
ま
で
総
勢
4
3
名
で
行
い
、
お
昼
に
は
鏡
も

ち
を
焼
い
て
も
ら
い
、
保
護
者
に
作
っ
て
も

ら
っ
た
力
う
ど
ん
を
食
べ
ま
し
た
。

午
後
は
初
心
者
の
部
か
ら
4
部
門
で
個
人

、
紅
白
に
別
れ
て
の
団
体
戦
を
実
施
し
ま

し
た
。選
手
の
皆
さ
ん
、
保
護
者
の
皆
様
、
剣
道

部
の
方
々
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

S
個
人
戦
結
果

【
初
心
者
の
部
】

優

勝

　

　

森

準

優

勝

　

野

3

位

　

　

東

【
小
学
校
の
部
】

優

勝

　

　

定

準

擾

勝

　

運

3

位

　

　

藤

3

位

　

　

山

【
中
学
校
の
部
】

優

勝

　

　

宗

準

優

勝

　

山

3

位

　

　

藤

3

位

　

　

天

【
高
校
生
の
部
】

優

勝

　

　

　

山

準

優

勝

　

目

3

位

　

　

藤

3

位

　

　

山

ジ
工
ニ
フ
ァ
ー（安田）

拓
　
海
　
（
安
田
）

進
太
朗
　
（
敷
地
）

雄
　
貴
　
（
安
田
）

沸

　

太

由
希
美

志

　

帆

祐
一
郎

由
希
美

美

　

穂

朋

　

子

亮

　

太

S
団
体
戦
（
保
育
所
～
高
校
）
結
果

優
勝
　
　
赤
組
　
（
6
勝
5
敗
5
分
）

（
三
次
市
体
育
協
会
吉
舎
支
部

剣
道
部
　
福
永
　
和
夫
）

中
四
字
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

建
投
完
成
近
し

建
設
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
早
5
年

目
を
迎
え
る
中
四
字
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
建
設
の
完
成
が
目
の
前
と
な
り
ま
し
た
。

市
行
政
と
議
会
の
理
解
を
得
て
建
設
予
算

」乃

承
認
さ
れ
て
1
年
、
長
か
っ
た
よ
う
で
あ

り
、
短
か
っ
た
よ
う
で
も
あ
り
ま
す
。

地
区
民
に
と
り
ま
し

こ
れ
か
ら
の
活

動
の
拠
点
と
し
て
、
大
切
に
利
用
し
な
が
ら

「
な
か
よ
く
暮
ら
せ
る
里
づ
く
り
」
に
向
か
っ

て
提
案
さ
れ
る
計
画
を
着
実
に
す
す
め
た
い

と
考
え
ま
す
。

吉
舎
町
地
域
審
議
会
の
皆
様
か
ら
も
助
成

を
頂
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
寺
戸
　
照
一
）
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廣松近上山
畑井森岡永
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も
す
ぐ
そ
ば
で
見
る
ご
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し

い
こ
と
は
安
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
電

話
‥
4
3
・
2
8
2
7
）
　
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ

い。

ま
た
、
セ
リ
バ

サ
レ
ン
、
セ
ッ
プ
ン
ソ
ウ

飛
騨
醜
醒
薗
懸
慕
懇

と
　
き
　
2
月
2
3
日
　
（
水
）

午
後
6
時
0
0
分
か
ら

と
こ
ろ
　
吉
舎
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
　
ホ
ー
ル

申
込
み
　
青
少
年
育
成
吉
舎
町
民
会
議

事
務
局
　
（
奥
田
）
　
ま
で

問
合
せ
　
⑧
4
3
－
7
7
3
0

（
自
宅
／
f
 
a
 
X
兼
用
）

⑧

4

3

－

3

1

1

2

（
職
場
　
三
次
市
吉
舎
支
所
）

締
切
り
　
2
月
2
1
日
　
（
月
）

そ
の
他
　
①
受
講
料
は
無
料
で
す
。

②
当
日
は
、
運
転
免
許
証
の
写
し

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

③
資
格
は
．
概
ね
2
年
間
有
効
で

3

一
般
女
子
の
部

2
月
6
日
　
日
曜
日
午
前
9
時
か
ら
、
八

幡
小
学
校
体
育
館
で
、
八
幡
地
区
卓
球
大
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

寒
い
季
節
に
も
係
わ
ら
ず
、
小
学
生
1
5

人
。
一
般
2
0
人
・
応
援
者
5
人
の
参
加
者
が

集
い
体
育
館
の
中
は
数
々
の
好
プ
レ
ー
・
珍

プ
レ
ー
。
笑
い
。
拍
手
と
暑
い
熱
気
に
包
ま

れ
ま
し
た
。
大
会
結
果
は
次
の
方
た
ち
で

す。
小
学
生
低
学
年
の
部
優
賞

小
学
生
高
学
年
の
部
優
賞

一
般
男
子
の
部
　
優
勝
2
位
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今
年
の
恵
方
は
“
南
南
東
″

笑
顔
で
食
べ
て
下
さ
い
ね
ー

蕾
宣
言
し
詫
祭
蕎

敷
地
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
1
月
0
0
日

日
曜
日
、
今
年
度
2
回
目
の
高
齢
者
配
食
サ
ー

ビ
ス
を
行
い
ま
し
た

1
年
を
健
康
に
過
ご
し
て
も
ら
お
う
と
、
今

回
は
節
分
セ
ッ
ト
を
配
り
ま
し
た
。

民
生
委
員
児
童
委
員
さ
ん
の
協
力
も
頂
き
、

敷
地
自
治
振
興
会
女
性
部
が
恵
方
巻
き
、
社

協
。
生
活
福
祉
部
の
男
性
が
炭
火
で
イ
ワ
シ
を

焼
き
「
風
邪
な
ど
引
か
な
い
よ
う
に
」
と
手
紙

を
添
え
て
、
地
域
内
の
7
0
歳
以
上
の
一
人
暮
ら

し
の
方
、
夫
婦
と
も
7
5
歳
以
上
の
二
人
暮
ら
し

の
方
、
8
1
人
に
お
配
り
し
ま
し
た
。

高
齢
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は
「
毎
年
心
の
こ

も
っ
た
時
節
の
も
の
を
頂
き
感
謝
し
て
い
ま

す
」
と
大
変
に
喜
ん
で
頂
き
ま
し
た
。

（
太
上
　
清
隆
）

吉
舎
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
の
サ
ー
ク
ル
会
員
が

多
数
入
選
さ
れ
ま
し
た
。

洋
画
の
部

三
次
シ
ニ
ア
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
賞

伊
　
豆
　
勝
　
敏
（
大
津
教
室
）

優
秀
賞
　
　
伊
　
藤
　
美
佐
子
（
大
津
教
室
）

優
秀
賞
　
　
大
　
屋
　
忠
　
実
（
土
筆
会
）

日
本
画
の
部

優
秀
賞
　
　
中
　
村
　
浩
　
子
（
大
津
教
室
）

水
墨
画
の
部

三
次
青
年
会
議
所
賞

角
　
矢
　
憲
　
子
　
（
大
津
教
室
）

写
真
の
部

一
二
次
市
教
育
長
貴
家
　
本
　
憲
一
（
写
真
ク
ラ
ブ
）

今
後
と
も
多
く
の
作
品
を
出
品
さ
れ
る
こ
と

を
応
接
し
ま
す
。

「
歩
き
に
く
く
な
っ
た
な
あ
」
　
「
こ
ろ
ぴ
や
す

い
な
あ
」
と
い
う
方
に
お
す
す
め
！

老
化
の
サ
イ
ン
は
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
惑

じ
ら
れ
ま
す
。
「
つ
ま
ず
き
や
す
く
な
る
」
と

い
っ
た
こ
と
も
一
つ
の
サ
イ
ン
で
す
。

そ
こ
で
、
無
理
な
く
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行

い
、
眠
っ
た
状
態
の
筋
肉
を
目
覚
め
さ
せ
、
再

び
動
作
が
し
や
す
く
な
る
よ
う
お
手
伝
い
し
ま

す。
こ
れ
ま
で
も
多
く
の
方
が
利
用
さ
れ
、
「
動

き
や
す
く
な
っ
＋
－

」
　
と
実
感
さ
れ
て
い
ま

す。
ま
ず
は
、
マ
シ
ン
巡
回
指
導
を
利
用
し
て
み

ま
し
ょ
う
〓
‥

指
導
員
が
み
な
さ
ん
の
体
力
に
合
わ
せ
て
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
を
設
定
し
、
使
い
方
の
説

明
や
指
導
を
行
い
ま
す
。

マ
シ
ン
巡
回
指
導

と
　
き
　
毎
週
金
曜
日
　
（
祝
祭
日
は
除
く
）

9
時
0
0
分
～
日
時
0
0
分

と
こ
ろ
　
吉
舎
保
健
セ
ン
タ
ー

利
用
料
　
利
用
料
は
1
0
0
円

※
6
5
歳
以
上
の
方
・
障
害
者
手
帳
を
お
持

ち
の
方
は
無
料

問
い
合
わ
せ
先
吉
舎
支
所
　
曾
4
3
－
3
1
1
1

（
保
健
師
　
芳
我
　
真
由
美
）

曹
合
壁
彊
聾
圏
壇
診
多
目

改
修
成
る

昨
年
1
0
月
か
ら
取
り
掛
か
り
ま
し
た
吉
舎

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
改
修
工
事
が
ほ
ぼ
完
成

し
、
出
入
ロ
は
正
面
玄
関
と
通
常
出
入
ロ
の
二

カ
所
に
な
り
ま
し
た
。

正
面
玄
関
は
、
早
朝
“
夜
間
・
土
曜
〃
日

曜
・
祝
日
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
通
常
出

入
ロ
を
御
利
用
下
さ
い
。

す
∵
ヵ
ギ
を
宿
直
王
け
て
あ
り
ま

正
面
玄
関
は
、
中
に
入
っ
た
ら
、
カ
ギ
な
し

で
開
け
る
こ
と
が
で
き
、
平
日
の
1
0
時
～
1
7

時
の
問
は
、
開
放
し
て
あ
り
ま
す
。（升
田
　
芳
樹
）

ピ
オ
ネ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
講
座

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
じ

ワ
ー
ド
実
践
コ
ー
ス

文
字
入
力
の
で
き
る
方
を
対
象
に
文
章
作

成
や
、
ワ
ー
ド
ア
ー
ト
を
使
っ
て
の
ポ
ッ

プ
と
チ
ラ
シ
作
り
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
3
月
7
日
　
（
月
）
　
～
1
0
日
　
（
木
）

1
4
時
～
1
6
時

場
所
　
吉
舎
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

2
階
研
修
室
B

定
員
　
1
0
名

申
込
み
。
問
合
せ

㈱
三
次
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン

電
0
1
2
0
－
3
0
7
－
3
4
4

（
携
帯
電
話
か
ら
は
6
5
－
2
2
1
1
）

－
…
」
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珊 �務 ∴ � � � �翁授章 � � � � 

…翻態……………′……i � � �霊議運 � �∴ � �∴∴ 

某亨＿ i－ � � � �：∴∴※∴ ��∴∴∴ � �・没 � 

i　　i，・∴ �� � �� � �i編 �薄．∴∴： 

鞠淳子 �� ���� �ii餓 
…零 ‾裏i云：． �� 

I 9　　　：手短を �ー＿1＼一事 ∴÷ � � ��� � � 

i住民税の申告相駿が始まります �‾｝‾‾ヽ－‾ヽ一‾ヽ「‾ヽ「‾ヽ「一｝“‾一ヽ「‾ヽ一一ヽ－”〇一”ヽ′“「一一「一ヽ一一ヽ「一ヽ一一ヽ一〇｝－｝‾一一一一一｝一、1 ●サンデ－申告相談日 

●申告期間　2月16日（水）から3月15日（火） �日時　3月13日（日）　9時から16時まで 

●受付時間　【午前】9時から11時30分まで �会場　みよしまちづくりセンター 

【午後】13時から16時まで �（三次市十日市西六丁目10番45号） 
三次市内全域を対象に、勤務等で平日に申告相談を受け 

※　申告会場等、詳細については「広報みよし1月号」と一緒 �られない方を対象に、実施します。 

にお配りした日程表をご覧ください。－ �●　住宅関連の税額控除に関わる控除1年目の確定申告や青 
色申告については、三次税務署に申告していただくよう御 

願いします。 き‥；㌢申告に添付する資料や確認に必要な書類を事前にご確認の 緊うえお越しください。 資料が不足しますと．申告書が作成できない場合がありま 

2月25日（金）安田地域対象　　　　離　・す。 

5

あ
る
い
て
　
歩
い
て

ふ
れ
あ
い
健
康
づ
く
り

て
い
る
と
感
じ
て
い

｝
す。

吉
舎
自
治
振
興
会
か
ら
「
あ
る
い
て
　
歩
い
て

ふ
れ
あ
い
健
康
づ
く
り
」
開
催
の
ご
案
内
を
い

た
し
ま
す
。

福
祉
部
で
は
、
歩
く
こ
と
に
よ
る
体
の
健
康
と

ふ
れ
あ
い
を
通
じ
た
心
身
の
健
康
づ
く
り
を
目

的
と
し
て
年
間
1
0
回
（
1
月
、
8
月
は
除
く
）

毎
月
第
2
日
曜
日
に
行
事
を
開
催
し
て
い
ま

す。
こ
の
行
事
は
、
吉
舎
自
治
振
興
会
発
足
当
時
か

ら
継
続
し
て
お
り
、
今
年
で
1
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。吉
舎
町
内
を
中
心
と
し
た
歩
み
も
最
近
で
は
三

次
。
庄
原
市
内
へ
足
を
伸
ば
し
、
さ
ら
に
バ
ス

研
修
（
年
1
回
）
を
行
う
な
ど
活
発
に
活
動
し

て
い
ま
す
。

参
加
者
か
ら
希
望
地
を
募
り
、
年
間
計
画
に
反

映
し
、
行
う
こ
と
が
新
鮮
さ
や
楽
し
さ
に
つ
な

が
り
、
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
る
行
事
と
し
て
続
い

今
年
度
の
計
画
も
あ
と
2
回
（
2
月
、

月
）
　
に
な
り
ま
し
た
が
、
地
域
内
の
み

ず
、
広
く
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご

し
ま
す
。
（
掲
載
の
写
真
は
昨
年
1
0
月
輔

に
て
撮
影
）

閏
園
困

開
催
日

2
月
1
3
日
　
（
日
）

尾
道
～
松
江
線
見
学

（
徒
歩
4
伽
程
度
）

3
月
1
3
日
　
（
日
）
　
三
五
　
大
塚
古
墳

（
反
省
会
実
施
予
定
）

（
吉
舎
自
治
振
興
会
　
松
浦
　
正
法
）

日
時
　
2
月
9
日
（
水
）
～
2
月
1
5
日
　
（
火
）

場
所
　
吉
舎
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー

主
催
　
三
次
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

平
成
2
2
年
度
小
学
生
人
権
書
道
大
会
入
賞
者

優
秀
賞
（
敬
称
略
）

5
年
生
の
部
　
弓
場
　
康
輝

6
年
生
の
部
　
吉
田
　
優
香

努
力
賞
（
敬
称
略
）

5
年
生
の
部
　
大
倉
　
　
渉

田
口
　
優
月

野
営
原
青
空

み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（安田小）

（安田小）

（吉舎小）

（八幡小）

（徳市分）

広
島
県
剣
道
道
場
連
盟
主
催
の
体
験

発
表
会
　
（
作
文
大
会
）
　
に
お
い
て
、
小

学
生
の
部
で
吉
舎
剣
友
会
の
藤
井
進
太

朗
君
　
（
吉
舎
小
5
）
、
中
学
生
の
部

で
東
春
那
さ
ん
　
（
吉
舎
中
2
）
　
が
広

島
県
一
位
の
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し

た。

こ
れ
は
、
昨
年
、
最
優
秀
賞
に
輝
い

た
藤
井
兄
妹
〔
小
学
生
の
部
で
藤
井
志

帆
さ
ん
　
（
現
吉
舎
中
1
）
、
中
学
生

の
部
で
藤
井
哲
史
君
　
（
現
日
影
締
高

1
）
　
〕
　
に
続
く
、
連
続
受
賞
に
な
り

ま
す
。他
の
剣
士
も
入
選
し
て
お
り
、
『
文

武
両
道
I
・
剣
道
の
吉
舎
こ
こ
に
あ
り
』

と
印
象
づ
け
る
泰
時
し
い
結
果
で
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
福
永
　
和
夫
）
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桓

　

　

上

　

　

和

　

　

尚

下
氏
に
遣
ら
せ
た
も
の
で
、
三
次
市
指
定
重

要
文
化
財
。

ぜ
ひ
観
て
も
ら
い
た
い
も
の
と
し
て
は
、

国
蝶
の
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
が
こ
の
寺
で
自
然
ふ

化
し
て
い
る
。
樹
齢
4
0
0
年
の
え
の
き
が

2
本
あ
り
、
く
ぬ
ぎ
の
木
が
あ
る
。
両
方
の

木
が
な
い
と
、
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
が
育
ち
ま
せ

ん。

オ
オ
ム
ラ
サ
キ
は
、
6
月
中
旬
ご
ろ
の
満

月
の
日
か
ら
ふ
化
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
観
に
来

て
下
さ
い
。
運
が
良
け
れ
ば
手
の
平
に
乗
っ
た

り
し
ま
す
よ
。
ま
た
、
地
下
1
5
0
m
か
ら
湧

き
出
る
水
は
、
ア
ル
カ
リ
水
で
水
素
が
多
く
含

ま
れ
、
飲
む
こ
と
に
よ
り
、
ケ
ガ
の
回
復
が
早

か
っ
た
り
、
目
の
病
気
（
飛
蚊
症
）
に
効
果
が

あ
る
よ
う
で
す
。

次
に
竜
王
（
北
斗
七
星
）
と
鳳
凰
（
北
斗
五

星
）
　
を
表
現
し
た
美
し
い
枯
山
水
。

催
し
物
と
し
て
は
、
瑠
璃
光
双
樹
平
和
音

楽
祭
を
毎
年
開
催
し
、
今
年
で
1
0
回
目
に

な
り
ま
す
。
今
年
も
7
月
第
一
日
曜
日
　
（

1
月
3
日
）
　
に
開
催
し
ま
す
。

そ
の
他
、
春
と
秋
年
2
回
の
お
茶
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。醒

○
　
吉
舎
町
を
活
性
化
す
る
た
め
に
は
？

●
　
日
本
の
伝
統
の
良
さ
を
大
事
に
し
て
い
く

た
め
に
、
衣
。
食
・
住
＝
日
本
の
伝
統
文
化

の
心
に
触
れ
る
こ
と
に
お
い
て
、
大
切
な
の

は
地
域
の
伝
統
食
で
す
。
今
の
お
爺
さ
ん
。

お
婆
さ
ん
が
一
事
気
な
意
味
は
、
日
本
の
伝
統

食
を
食
べ
る
習
慣
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
か
ら

で
す
。
1
里
以
内
　
（
3
～
4
k
m
）
　
の
物
を

食
べ
て
い
く
と
い
う
の
が
日
本
古
来
の
考
え

方
で
す
。

次
世
代
に
向
け
て
安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る

作
物
を
育
て
る
た
め
に
は
、
で
き
る
だ
け
無

農
薬
に
近
い
農
業
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
自
然
の
営
み
に
沿
っ
た
旧
暦
に

戻
す
と
農
薬
に
頼
ら
な
い
お
米
が
育
つ
の
で

す
。
吉
舎
で
無
農
薬
の
米
や
野
菜
を
作
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
お
客
さ
ん
は
自
然
に
吉
舎

の
里
に
来
ら
れ
ま
す
。

ま
だ
、
県
北
に
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
　
（
無
農

薬
）
　
な
町
づ
く
り
を
や
っ
て
い
る
と
い
う
所

は
無
い
の
で
、
今
か
ら
は
じ
め
れ
ば
1
0
年

2
0
年
後
に
は
安
心
安
全
な
町
と
し
て
全
国

的
に
知
ら
れ
る
町
に
な
る
で
し
ょ
う
。

※
　
ま
だ
ま
だ
熱
く
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
紙
面
の
都
合
で
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
取
材
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

（
升
田
芳
樹
・
藤
村
恵
子
）
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☆舶おはなし広場属★☆　　悪法済学　　　ジョシュア．ガンズ／著 

と　き　3月9日（水）10時30分～　　ふわふわ、とろ～り半熟スイーツ　　　信太　康代／著 

テーマ　おおきくなりました　　　　　ママはテンパリスト1・2・3　　　　東村　アキコ／著 

ところ　吉舎図書館　絵本コーナー　　　一刀扇、最後の虚言　　　　　　　　　　森　毅／著 

対　象　幼児～一般　　　　　　　　「閉経後乳がん」を生きる　　　　　佐藤　万作子／著 

など27冊 
今月のひとこと　　　　　　　　　　　［児童割 

親子で一緒に絵本を読む時間は、子どものこ・アイデア料理　ビッグスイーツ　　　寺西　恵里子／著 

ころを豊かにしてくれます。　　　　　　　…　ヒックとドラゴン7 

それは少し種まきに似て…‥。絵本の種　　　　　　　　　　ヒック・ホレンダス・ハドック三世／作 

は、すぐには大きくならないけれどゆっくりとこ；まとのおてかみ　　　　　　　　　おおしま　りえ／絵 

ころに根を下ろし大きく枝を伸ばす。　　iェィモスさんがかぜをひくと　エリン・E・ステッド／絵 
～「ナチュラルな子育てだっこおっぱい　～トリゴラスの逆襲　　　　　　　　　長谷川　集平／作 

おむつ」月刊クーヨン編集部／編より～　など47冊 

お問合せ　禽43－4513（FAX薫）　　　　　　※貸出中の場合は予約もできます。どうぞご利用ください。 
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／＿一一パ詰む“－

懸轟轡 � �‾竃 
麗　…「壷募集中！！

日詰霊砦詰運動まで

「体を動かそう会」

臨書露＿
〃3月14日（月）

し

晒　師　今原正美さん

薩　参加費　500円

猟聯　一軍漢詩匿五番 �圏重器韓話題漢望l重囲日脚e寡　E重源i 

2月　9日（水）～15（火） �小学生人権書道大会巡回展禾会 �吉舎生涯学習センターロビー 

2月12日（土） �吉舎地区給食サービス �主催：吉舎地区社協 

2月13日（日）9：00～ �町内卓球大会 �B＆G海洋センター 

2月20日（日） �八幡地区給食サ」ビス �主催：八幡地区社協 

2月26日（土）19：30～ �ゴミ分別学習会i′ �吉舎コミュニティセンター 

2月27日（日）10：00～ �中四字コミュニティセンター落成式 �中四字コミュニティセンター 

2月27日（日）8：00～ �吉舎飽区一斉清掃 �各地区 

3月　3日（木） �） 体験交流旅づくりの会モニタ－ツア「 �主催：吉舎町体験交流旅づくりの会 

3月　3日（木）13：30～ �吉舎地区高齢者の集い �吉舎コミュニティセンター 

3月　6日（日）8：00－ �敷地地区一斉清掃 �i各地区 

発行・編集／『まるごときんさい』編集委員会吉舎町自治振興連合会三次市吉舎町吉舎718番地1電話”FAX：43－7272
三次市吉舎支所　　　三次市吉舎町吉舎368番地　電話：43－3112　FAX：43－3062
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2
月
2
3
日
　
（
水
）

3
月
9
日
　
（
水
）

・
旧
J
A
三
次
安
田
支
店
前

日
時
0
0
分
～
日
時
1
0
分

・
敷
地
簡
易
郵
便
局
前
駐
車
場

日
時
5
0
分
～
日
時
的
分

〃
三
次
市
吉
舎
支
所
前

日
時
5
0
分
～
1
2
時
0
0
分

※
印
鑑
を
持
参
く
だ
さ
い
。

総
合
調
整
係
⑧
4
3
－
3
1
1
1

費
用
　
　
粘
土
代

場
所
　
　
生
涯
学

期

日

　

　

2

月

童
心
に
返
っ

初
心
者
大
歓
迎

世
界
で
た
っ
た
一

2
ト
ン
章

［
く
み
取
り
日
］
　
3
月
7
日
　
（
月
）

4
ト
ン
章

［
く
み
取
り
日
］
毎
週
月
曜
日
“
火
曜
日

（
祝
祭
日
を
の
ぞ
く
）

申
込
先
総
合
調
整
係
　
電
4
3
－
3
1
1
1

※
く
み
取
り
を
希
望
す
る
人
は
、
毎
週
金
曜

日
午
後
3
時
ま
で
に
、
三
次
市
吉
舎
支
所
総

合
調
整
係
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
し
尿

く
み
取
り
取
次
店
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
し
尿
処
理
施
設
が
遠
隔
地
に
な
っ

た
た
め
、
運
搬
に
時
間
を
要
し
、
作
業
が
遅

れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
余
裕
を
持
っ
て

早
め
に
申
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

参
加
申
込
み
　
2

生
涯
学
習
セ
ン

陶
芸
ク
ラ
ブ
代

▼
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
の

利
用
に
つ
い
て

毎
日
8
時
0
0
分
か
ら
盤
時
ま
で
利
用

で
き
ま
す
。

◎
マ
シ
ン
巡
回
指
導
日
・
金
曜
日

9
時
5
0
分
か
ら
日
時
0
0
分
ま
で

・
2
月
1
8
日
。
2
月
2
5
日

。
3
月
4
日
。
3
月
日
日

◎
午
後
（
1
2
時
か
ら
同
時
）
が

利
用
で
き
な
い
日

〃
2
月
1
6
日
・
2
3
日

〃
　
3
月
2
日
　
〃
　
9
日

◎
一
日
中
利
用
で
き
な
い
日

．
2
月
2
4
日

◎
施
設
開
館
時
は
支
所
宿
直
室
で
カ
ギ
を

受
取
り
ご
利
用
く
た
さ
い
。

総
合
調
整
一

4

3

－

3

1

1

1

－

I

 

I

 

I

 

I

 

I

9

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

I

 

I

 

i

 

I

…
◎
身
近
な
情
報
、
募
集
中
！

…
花
が
咲
い
た
ー
・
孫
が
生
ま
れ
た
ー
・
一
」
ん
な
イ

…
ベ
ン
ト
が
あ
る
よ
－
な
ど
、
身
近
な
情
報
を
、

…
ど
ん
ど
ん
教
え
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
あ
な
た
の

÷
と
っ
て
お
き
の
一
枚
」
の
写
真
な
ど
も
募
集
中

…
で
す
。

…
　
吉
舎
町
自
治
振
興
連
合
会
事
務
局
内
…

…

　

　

編

集

委

員

会

館

4

3

i

7

2

7

2

…

－

1

－

－

1

－

－

－

－

I

i

 

I

I

 

I

I

 

I

I

I

I

I

1

－

－

－

－

－

－

－

▼
市
民
バ
ス
路
線
の

変
更
に
つ
い
て

1
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
市
民
バ

ス
A
コ
ー
ス
　
（
月
・
水
運
行
）
　
は
、
朝
保
健

セ
ン
タ
ー
を
出
発
し
て
い
ま
し
た
が
、
利
用
者

が
い
な
い
た
め
、
2
月
2
日
　
（
水
）
　
か
ら
蜂

郷
集
会
所
の
出
発
に
変
更
し
ま
し
た
。

利
用
者
が
減
少
す
る
中
、
今
後
も
市
民
バ
ス

の
運
行
を
経
常
・
継
続
さ
せ
る
た
め
に
路
線
が

一
部
削
減
に
な
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理
解
い

た
だ
き
、
今
後
と
も
皆
様
の
ご
利
用
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。


